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特集 全国よい仕事研究交流集会2019②（分散会）

　前号に続いて「全国よい仕事研究交流集会2019」（2019年３月２日‐３日駒澤大学開
催）を特集するが、本号は20にわたる分散会の内容を中心に編集している。集会の全体
会（１日目）は509名の参加、分散会（２日目）は456名であった。
　2013年から協同総合研究所の事務局として６年間、毎年本集会の企画に関わり、特
に分散会のコメンテーターの選出を担っている。よくコメンテーターの方々に「どのよ
うに分散会のグループを決めたのか」と問われることもあるので、各分散会の内容とコー
ディネーター、コメンテーターの決定において、考慮にしている点を以下に紹介したい。
　①�各地域やセンター事業団事業本部での「よい仕事研究交流集会」で、全国よい仕事
研究交流集会分散会への報告事業所の推薦をいただく。

　②その推薦リストをもとに、事業所の事業内容、地域性、コーディネーター、コメン
テーターとの関係性を検討。

　③毎年コメントをするコメンテーターには今までどの事業所にどのようなコメントを
してきたのか（連続して定点としてみていただく）を考慮する。また、協同労働や労
働者協同組合に関わっている方や興味のある方であり、かつ現場の視点を理解した
上でコメントをしていただける方にコメンテーターをお願いしている。グループの
編成については、コーディネーター、報告事業所と地理的に近いことやコメンテー
ターの研究・実践分野に近いことを重視する。

　今年の集会の特徴としては、２点あったと考えている。第１は全体会での「対話」と
いう学びを、自らの現場の実践を振り返りながら学ぶ分散会が多かったこと。第２は参
加者一人ひとりが意見を述べ、主体的に労働者協同組合ならびに協同労働の実践を振り
返り、それを分散会全体の学びの場とした分散会が多かったことである。例えば「アイ
スブレイク（会議の雰囲気を柔らかくする）」「ワークショップ（１つのものをグループで
つくる）」「川柳で学びをまとめる」といった各分散会が趣向を凝らして運営された。「い
つもの会議とは違い雰囲気」という言葉が、241枚の参加者感想文にも多く書かれてい
たことからも言えるだろう。
　本集会のコメンテーターコメントについては、37名のコメンテーターのうち36名の
方が本号にコメントを寄せていただいた（第19分散会の田中夏子氏は巻頭言に記載）。
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それぞれの研究・実践分野からコメントをいただき、今後の労働者協同組合の事業・運
動や協同労働運動にとって、示唆に富む内容である。37名ものコメンテーターが一堂
に集まり、労働者協同組合について建設的な立場からコメントをいただいたことはとて
も心強く思い、今後の協同労働運動を推進していく力にもなると感じた。
　「よい仕事」の評価基準の論考を、昨年度の集会の内容（協同の発見誌306号4月号）と
比較する意味で、本号に掲載した。「協同労働の協同組合の新原則」でも第1原則に「仕
事をおこし、よい仕事を発展させます」とあり、
「一、生活と地域の必要と困難、課題を見出し、人と地域に役立つ仕事をおこします」
「二、働く人の成長と人びとの豊かな関係性を育み、よい仕事を進めます。」
「三、仕事と仲間を増やし、働く人の生活の豊かさと幸せの実現を目指します」
� とある。
　この原則を大切にしながらも、日々実践が進化するなかで、一人ひとりの「よい仕事
観」は深まり、変容している。そこで「よい仕事観」をより具体的、総体的、全国的に
見るために、各地域で全国集会への推薦事業所を決める「よい仕事集会」を準備してき
た各地域の労働者協同組合組織の代表者ならびにセンター事業団各事業本部事務局長に
アンケートをお願いし、推薦事業所の「よい仕事」の実践をどのような視点から評価し
ているのかを集計・分析した。結果、第１位「地域の声を聞く取り組み」、第２位「仲
間の変化・成長があった」、第３位「社会連帯による組織づくり」、第４位「事業の質を
高めた」、第５位「団づくり」となり、昨年度の１位～５位と比較すると、順位は入れ
替わっているものの、この５項目は昨年度の１位～５位と同じ項目である。その意味で
もこの５項目は近年の「よい仕事観」の普遍的な価値として定着していると考えている。
つまり「あなたたちにとってのよい仕事とは何か」と労働者協同組合法（仮称）ができる
時代に問われたときの１つの答えとして、原則とともに「『地域の声を聞く取り組み』
を全国の「よい仕事」の価値に置いています」と言える１つの根拠になれればいいと考
えている。
　日本労協連に加盟している会員の就労者数は13,420人。そのうち全国集会に来たの
は、全体会は509名、分散会は456名である。つまり集会に参加できなかった人が圧倒
的に多いなかで、この冊子を学習資料としてご使用いただきたい。また2018年度の日
本労協連のよい仕事の実践を集めた資料として、法制化時代に多くの関係者に実践の「強
さ」「しなやかさ」「広がり」を示す、伝える道具としてもご活用いただければ嬉しい。
 相良　孝雄（協同総合研究所　事務局長）
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全国よい仕事研究交流集会2019　２日目　分散会一覧（駒澤大学３号館）

１ ２ ３ ４ ５

コメンテーター 里見喜久夫
コトノネ編集長

香川秀太
青山学院大学

鏑木奈津子
厚生労働省

鈴木岳
生協総合研究所

青竹豊
日本協同組合連
携機構

コメンテーター
麻生裕子
連合総合生活開発
研究所（連合総研）

馬場康彰
日本医療福祉生活
協同組合連合会

宮﨑隆志
北海道大学

池本修悟
ユニバーサル志
縁センター

尾原浩子
日本農業新聞

コーディネー
ター

大場寛
センター東関東
事業本部

馬場幹夫
センター専務補
佐理事

馬場義竜
ワーカーズコー
プはんしん

永戸亮
センター東京北
部事業本部

星平順子
センター九州沖
縄事業本部

コーディネー
ター

藤谷英樹
センター北関東
事業本部

安村佳晃
センター東関東
事業本部

小白井加代子
センター北関東
事業本部

パネリスト 自立支援センター
まめの樹 こみっとプレイス 釜ヶ崎支援機構

ひと花センター
コミュニティは
うすシナモン

国分地域福祉
ほのぼの

パネリスト 松戸地域福祉あ
じさい 東葛地域福祉 矢板地域福祉

りんごの木
練馬ぱれっと・
あい

狭山地域福祉事
業所

パネリスト 羽生
（社会連帯）中高
生スペース
comodo

成田地域福祉 労協ながの
諏訪事業所 墨田社会連帯

６ ７ ８ ９ 10

コメンテーター 走井洋一
東京家政大学

向井忍
地域と協同の研
究ｾﾝﾀｰ

松本裕文
釜ヶ崎支援機構

尻無浜博幸
松本大学

白井和宏
市民セクター政
策機構

コメンテーター 藤野雅弘
厚生労働省

村上了太
沖縄国際大学

伊丹謙太郎
千葉大学

志波早苗
く ら し サ ポ ー
ト・ウィズ

コーディネー
ター

酒井厚行
センター関西事
業本部

千葉宣明
センター東京南
部事業本部

渡口政也
センター九州沖
縄事業本部

小澤真
センター東北事
業本部

大津清次
無茶々園

コーディネー
ター

幡野雄大
センター東京北
部事業本部

城戸愛子
センター三多摩
事業本部

関野智史
センター北陸信
越事業本部

牛草賢二
センター中四国
事業本部

パネリスト こぶし保育園 福祉の杜とくら
地域福祉

佐賀地域福祉
夢根っこ

労協ながの
ながの中央事業
所

大野城

パネリスト さんいんみらい 愛知三河 鎌倉 尾久ふれあい 山口宇部

パネリスト 新潟 創造集団440Hz 博多 高知
北本西部地域福
祉
くじら雲
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11 12 13 14 15

コメンテーター 川本健太郎
立正大学

江花和郎
新潟ろうきん福
祉財団

北島健一
立教大学

中西大輔
滋賀地方自治研
究センター

松本典子
駒澤大学

コメンテーター 佐藤博
雄勝なごみ会

前田健喜
日本協同組合連
携機構

前山総一郎
福山市立大学

コーディネー
ター

佐々木洋志
センター東北事
業本部

横山哲平
センター本部

山田浩史
センター東京中
央事業本部

前田圭一
センター関西事
業本部

川原隆哲
センター東京南
部事業本部

コーディネー
ター

青柳栄子
センター北関東
事業本部

鈴木昭裕
センター東海事
業本部

北川裕士
センター東京中
央事業本部

パネリスト 和光 無茶々園
百笑一輝

駿河小山地域福
祉 甲賀地域福祉 東麻布保育園

パネリスト 滝沢地域福祉 草津地域福祉
みんなの家

世田谷ぽっかぽか
にこにこみやさか としま宙 旭川地域福祉

パネリスト

は ん し ん ワ ー
カーズコープ
児童デイこども
kakeru

パル赤羽 但馬地域福祉 後志･石狩･空知
地域福祉 青井地域福祉

16 17 18 19 20

コメンテーター 下村幸仁
山梨県立大学

大高研道
明治大学

丹羽健司
矢作川水系森林
ボランティア協議会

田中夏子
日本協同組合学
会　会長

林薫平
福島大学

コメンテーター
清水冬樹
旭川大学短期大
学部

玉城直美
沖縄キリスト教
学院大学

南出吉祥
岐阜大学

高畑明尚
琉球大学

向井清史
名古屋市立大学

コーディネー
ター

成田誠
センター三多摩
事業本部

鳴海美和子
センター神奈川
事業本部

平本哲男
センター北海道
事業本部

齋藤弘明
センター北陸信
越事業本部

尾添良師
センター神奈川
事業本部

コーディネー
ター

高橋弘幸
センター九州沖
縄事業本部

杉山由美
センター三多摩
事業本部

パネリスト
仙 台 コ ミ ュ ニ
ティ就労
コンパス

おおた・ぞうし
き地域福祉
放課後等デイ　
ポジティブ

ピアサポートセ
ンターそら
仙台地福太白だ
んだん

長野高齢協　南
信センター
みんなの家下條

東京バイオマス
地域福祉
あぐりーん東京

パネリスト
FUSSA地域福祉
熊川児童館・熊
川学童

大牟田 東村山楠の樹地
域福祉

ふじさわ地域福祉
放課後等デイた
んぽぽ

小田原・足柄地
域福祉
報徳ワーカーズ

パネリスト 一関地域福祉
ちゃごみ

横浜中部地域福祉
つるみ元気塾

北海道事業本部
蘭越町こども食堂

仙台けやきの杜
地域福祉
荒町児童館

御殿場みんなの家
富士岡みんなの家


